
書式第 12号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 3年度 事 業 報 告 書

特定非営利活動法人 自然環境復元協会

1 事業の成果
(1)特定非営利活動に係る事業

①環境教育及び環境人材の育成に係る活動

1)資格認定講習
。開催回数 1回
。実施級 初級・中級 。上級
。実施期間 2022年 1月 8日 (土)～ 1月 31日 (月 )
・受講者数 72名 (内訳等以下)。
・多様な分野に資格取得者を輩出すべく改訂後の制度にて初実施し、非環境分野を含む約2
0分野の受講者が受講 (内訳等以下)。
・多様な地域に資格取得者を輩出すべくオンラインにて実施し、24都道府県の受講者が受
講 (内訳等以下)。

令和 3年度受講者数内訳
級 人数

初級 42名
中級 25名
上級 5名

環境再生医受講者推移 (直近 5年 ) (単位 :人 )
平成29年 平成30年 令私元年 令和2年 令和3年

初級 14 42

中級 21 17 24 23 25

上級
△ 言■

「
]口 | 24 23 31 37 72

令和 3年度受講者分野内訳
約 20分野
サービス業/非環境系、製造業/工業系、金融業、公務員、流通業、造園業、市民団体、

環境分析、情報通信業、製造業/食品系、農業、サービス業/環境系、福祉団体、

経営コンサルタント、建設コンサルタント、建設業、商社、学生 (認定校)など
令和 3年度受講者地域内訳
計 24都道府県
北海道、青森県、岩手県、宮城県、茨城県、埼玉県、東京都、千葉県、山梨県、長野県、

富山県、石川県、神奈川県、静岡県、岐阜県、二重県、京都府、和歌山県、大阪府、

兵庫県、鳥取県、愛媛県、福岡県、鹿児島県、沖縄県
2)認定校制度
・ 304名の環境再生医初級取得者を認定 (内訳等以下)。
・申請減要因 (co� d-19に よる学生の経済的困窮、教員からの対面説明機会減など)の動
きに
ついては継続して情報収集中。
・認定校数は昨年度と同じ37校を維持 (内訳等以下)。

平成29年 平成30年 令和1年
´
令和2年 令和3年

認定者数 212 257 282 148 304

認定校での認定者数推移 (直近 5年 ) (単位 :人 )
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令和 3年度 認定校別環境再生医初級取得者数 (単位 :人 )

認定校数推移 (直近 5年 ) (単位 :校 )

学校名 学部等 取得者数

岩手県立大学 総合政策学部 10

岩手大学 農学部

岩手大学 人文社会科学部

江戸川大学 社会学部
大阪産業大学 人間環境学部 10

金沢大学 人間社会学域

岐阜女子大学 家政学部

岐阜大学 応用生物科学部
九州産業大学 工学部 21

京都先端科学大学 バイオ環境学部

甲南大学 文学部

神戸女学院大学 人間科学部 10

神戸大学
実践女子大学 生活科学部
芝浦工業大学 システム理工学部 25

尚細学院大学 総合人間科学部
信州大学 農学部 36

東京テクニカルカレッジ

第一工科大学 工学部
拓殖大学 政経学部

拓殖大学 国際学部
拓殖大学北海道短期大学 農学ビジネス学科
玉川大学 農学部 27

都留文科大学 文学部
東海工業専門学校金山校 昼間部

東海大学 海洋学部 16

東京農業大学 農学部 47

東京農工大学 農学部
常葉大学 社会環境学部
長崎大学 環境科学部
西日本短期大学 緑地環境学科
日本工科大学校 環境建設工学科
日本大学 生物資源科学部 18

日本大学 理工学部 12

北海道科学大学 工学部

宮崎大学 農学部
龍谷大学 (学部共通 )

合 計 304

‐平成29年
2017

平成30年
2018

令和元年
2019 -

令和2年
20m_

令和3年
2021

①継続 34 34 34 35 37

②新規
0 0 1(拓大国際)

2(福島大 。人
間環境大)

0

③関係回復 0 1(信州大 ) 1(江戸大 ) 0 0

休眠 11 10

中止
0
1 (IWAD/
科目廃止

1(宮崎大/
科目廃止 )

1(宮城大/
科目廃止)

0

稼働校計
① +②+③

34 35 36 37 37



3)資格制度の質の向上
・認定校講義受託 :1件 (龍谷大学/環境再生医フィール ド研修内特別講義)。
・環境再生医へ有償案件紹介 :1件 (東京テクニカルカレッジ/環境保全実習講師)。
・環境再生医より寄付支援 :1件 (損保ジャパン)。
・資格取得者への情報提供
メーリングリスト約50件 (継続学習情報、人材募集情報、環境再生医関連活動案内など)
・レンジャーズプロジェクトとの連携
資格認定講習受講者募集、ボランティアリーダー募集、One Tree Planted案 件運営など。
・ふるさと未来プロジェクトとの連動
認定校への未来塾イベント参加者募集案内など。
・CSOラーニング企画 (SOmO環境財団)との連動
認定校への企画説明、参加者募集案内など。

4)資格取得者の管理 (更新等)
・更新率対象者数 45名のうち 32名が更新を行った。
・更新率は71.1%。

更新率 (直近 5年 ) (単位 :%)

「
平成

"年
令和 1年 令和2年 令和3年

更新率 60.7 69.3 58.9 62.3 71.1

②身近な自然環境の保全・復元・維持管理に係る活動

1)レ ンジャーズプロジェクト
レンジャーズプロジェクトの「新型コロナウイルス感染症拡大防止対策ガイドライン」を
参加者や現地に呼びかけ、対策のうえ活動を行った。

平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年

活動回数 49回 39回 37回 23回 40回

参加者数 340人 333人 394人 218人 331人

隊員登録数 2,813人 3,058人 3,481人 4,039人 4,381人

2)大阪マラソン
・大阪マラソンの寄付先団体として、2020年に選定を受け、昨年度は感染症の影響で開催
中止となり、2021年度に繰り越しとなった。大会は、2022年 2月 27日 にエリー トランナ
ーのみ (一般ランナーの参加は見送り)で開催された。
・寄付金は、大阪府内の自然環境保全活動を促進するおおさかレンジャーズプロジェクト
に活用。大阪府内 3か所 (大阪城公園・高槻市内の芥川・枚方市穂谷の里山)ヤこて実施
しており、2021年度は、8回実施をした。

3)真如苑助成金
・本助成金事業は、2021年 4月 ～2022年 3月 まで実施をした。助成金にて、「レンジャーズ活
動の実施」の他、「広報強化」と「活動場所の増加」を行った。
・広報強化では、SNS(Instagrm)の フォロワー増加に向けた取り組みやボランティア募集チ
ラシのリニューアル、ホームページのⅡTTPS化 によるセキュリティ強化・ホームページリ
ニューアルに向けた内容の見直し等を行った。
・活動場所の増加では、新規に計5団体 (東京2団体、埼玉2団体、神奈川 1団体)追加した。

4)企業連携・受託事業
・横浜市内でのレンジャーズの実施は、NPO法 人よこはま里山研究所と協働で行った。ま
た、NPO法 人よこはま里山研究所が横浜市より受託した事業「森づくリボランティア体
験会」の一部業務をレンジャーズプロジェクトが受託し、隊員を7回派遣した。
。キャタピラー財団95周年を記念したプログラムの一環で、米国One Tree Plantedと の協働
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で、横浜と神戸にて、植樹プログラムを行った。

5)その他
・2021年 9月 に、オンラインにて、レンジャーズプロジェクトとリーダー説明会を2部構成で

開催した。
・ 2021年 11月 に、「身近な自然」のオンラインセミナーを開催した。
・2022年 2月 に、ふるさと未来創造プロジェクトと連携し、千葉県市原市にてレンジャーズ

活動を実施した。
・2022年 3月 に、レンジャーズの参加者を学生のみに限定し、東京都杉並区にてレンジャー

ズ活動を実施した。

③農山漁村の活性化及び環境保全型農林業に係る活動

1)ふるさと未来創造事業
農林水産省「令和 3年度農山漁村振興交付金」の採択があった地域協議会へ事業化・組織化
等の伴走支援や助言等を行った。

2)環境系学生未来塾 in泰阜村
NPO法人 Hub&Labo Yakushlma、 NPO法人グリーンウッド自然体験教育センターと協
働で、2月 17日 ～20日 にオンラインにて実施した。

3)湘南国際マラソン 20200
湘南国際マラソン2020の公式寄付先団体として選定を受けたが、新型コロナウィルス感
染症の影響で昨年度に引き続き開催中止となった。

団体名称/地域 内容

市原みつばち牧場農泊推進
協議会/
千葉県市原市

みつばち牧場の地域資源を活用した体験コンテンツ造成のた
めのマーケティングのノウハウの提供、組織体制づくりを行
った。フィール ドを活用し、レンジャーズプロジェクトの実
施も行った。

松崎町害獣×外住協議会/
静岡県松崎町

ジビエ、狩猟体験を活用した体験コンテンツ造成のためのマ
ーケティングのノウハウの提供、組織体制づくりを行った。

たかす農泊実施協議会/
岐阜県郡上市高鷲地区

インバウンドに向けた体験コンテンツの造成の支援を行っ
た。近年のインバウンドの傾向について調査・情報共有を行
った。

屋久島・平内農泊推進協議会/
鹿児島県熊毛郡屋久島町平内

地区

環境再生体験等を核としたコンテンツ造成、プロモーション

媒体作成におけるノウハウの提供、組織体制づくりにおける

情報提供を行った。

屋久島ブルーツーリズム推進
協議会/
鹿児島県熊毛郡屋久島町

漁業・水産加工業・遊漁船体験を中心とした食育プログラム
の造成・プロモーション媒体作成におけるノウハウの提供、
組織体制づくりにおける情報提供を行った。

木繋プロジェクト/
鹿児島県熊毛郡屋久島町

林業・木工体験を中心とした木育プログラムの造成のための
マーケティングのノウハウの提供、組織体制づくりを行った。

Green School Yakushima´ /
鹿児島県熊毛郡屋久島町

屋久島の里巡りを中心とした環境教育的体験コンテンツ造成
のためのマーケティングのノウハウの提供、組織体制づくり
を行った。



④自然体験学習に係る活動
。2021年 9月 に、オンラインにて、レンジャーズプロジェクトとリーダー説明会を2部構成で
開催した。
・2021年 11月 に、「身近な自然」のオンラインセミナーを開催した。
・ニュースレターで自然体験学習に関わる活動の参考になる図書の紹介を開始した
。環境系学生未来塾において、学生に対しての自然体験学習を行った。

⑤テキスト等の出版に係る活動
令和 4年度のテキスト改訂に向けた準備を開始した。

⑥社会啓発や情報発信等に係る活動

1)ニュースレター
活動報告 3回 (全 4頁)と年次報告 1回 (全 8頁)を発行した。
発送方法は PP封筒を利用した発送からエコメール便へと変更した。

2)ホームページのリニューアル
セキュリティ強化とデータの更新のため、ホームベージのリニューアルを行った。

⑦自然環境の復元の学術的発展に貢献する活動
。自然環境の復元の学術的発展に資するため、会長を新たに選任した。
・自然環境の復元の学術的発展を推進するため、日本櫻学会が公益会員となり、事務局住
所をnarecに置いた。

(2)その他の事業
なし

月・No 内 容
7月
No.72

2020年度年次報告書、新理事あいさつ、理事退任のあいさつ
事業レポート ふるさと未来創造プロジェクト
活動レポート レンジャーズプロジェクト、ホームページリニューアル

10月
No.73

特集 2022年 2月 27日 開催「第 10回大阪マラソン・第 77回びわ湖毎日マ
ラソン統合大会」ランナー募集
事業レポート ふるさと未来創造プロジェクト、レンジャーズプロジェクト
活動レポート レンジャーズプロジェクト&リ ーダー説明会 inオンライン2
021

1月
No.74

会長あいさつ

事業レポー ト

活動レポー ト

ふるさと未来創造プロジェクト、レンジャーズプロジェクト
オンラインイベント「都市の中の身近な自然」

3月
No.75

特集 2021年度 環境再生医「資格認定講習」開催報告
事業レポート ふるさと未来創造プロジェクト、レンジャーズプロジェクト
活動レポート 環境系学生未来塾活動報告 インターン活動報告



2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業

2)その他の事業
なし

事業
ん′
,コ

事 業 内 容 実 施
日 時 実施場所

従事者の

人数

受益対象
者の範囲
及び人数

事業費の

金額

(千円)

①環境教
育及び
環境人
材の育
成 に係
る活動

1)資格認定講習

2)認定校制度

3)資格制度の質の声
上

4)資格取得者の管理
(更新等)

1)1/8～

1/31

2)通年

3)通年

4)通年

1)全国、オン
ライン
2)全国

3)東京都、岐
阜県、兵庫
県
4)全国

1)

2)

3)

4)

2人

2人

1人

3人

1)受講者
72人

2)認定者
304人

3)50人

4)更新者
32人

3,625

身近な自
然環境の

保全・復
元・維持
管理に係
る活動

1)レ ンジャーズプ
ロジェクト
2)大阪マラソン
3)真如苑助成金
4)企業連携・受話事
業

1)通年

2

3

4

通年

通年

通年

1)埼玉県、東

京都、神奈

川県
2)大阪
3)東京
4)東京、神奈
川

1)

2)

3)

4)

5人

0人

4人

4人

1)登録者
4,381人
2)0人
3)新規団体
5団体
4)実施回数
9回

5,791

農 山漁村
の活性化

及び環境

保全型農

林業に係
る活動

1)市原みつばち牧場
農泊推進協議会
2)松崎町害獣×外住
協議会
3)たかす農泊実施協
議会
4)屋久島・平内農泊
推進協議会
5)屋久島ブルーツー
リズム推進協議会
6)木繋プロジェクト
7)Green   School
Yiakushima

1)通年

2)通年

3)通年

4) 通
年

5)通年

6)

7)

通年
通年

1)千葉県市原市

2)静岡県松崎町

3)岐阜県郡上市

4)鹿児島県熊毛
郡屋久島町
5)鹿児島県熊毛
郡屋久島町
6)鹿児島県熊毛
郡屋久島町
7)鹿児島県熊毛
郡屋久島町

1)3人

2)3人

3)3人

4)3人

5)3人

6)3人

7)5人

1)5人

2)4人

3)5人

4)5人

5)6人

6)8人

7)6人

8, 180

自然体験

学習に係
る活動

特になし 0

テキス ト
等の出版
に係る活
動

特になし 0

社会啓発
や情報発
信等に係
る活動

ニュースレター 年 4回 東京 4人 発送数
1,215件

1, 140

自然環境
の復元の

学術的発
展 に貢献

する活動

特になし 0



科 目 金  額 ヽ

受取会費

正会員受取会費

賛助会員受取会費

受 取 入 会 金

560,000

920, 000

7,000

1,喘■mo

2 受取書附金
受取寄附金

施設等受入評価益

4.237,965

0

4,237,965

3 受取助成金等
受取助成金

受取補助金

l,005,000

l,085,000

0

4 事業収益
受託金事業収益

再生医講習会費収益

催事参加費収益

資料配布収益

その他事業収益

12,350,000

3.847.000

0

2.552

454, 102

16,653,654

5 その他の収益
受取利息

雑収益

131

45,545

45,676

509,295

A

2経 常 収 益 計

給 料 手 当

賞    与
役 員 報 酬

臨時雇用賃金

退職給付費用

通 勤 費
法定福利費

福利厚生費

1,071,025

0

0

2,841. 931

0

126. 070

184. 132

418

4,223,576(1)人件費

書式第 13号 (法第 28条関係 )

令和3{2021}年度

事 業 報 告 用

自然環境復元協会

活動計算書 (その他事業がム塾場合 )
特定非営利活動法人

【B】 経 常 費 用
1事

(単位 :円 )

6,9431522(2)その他経費
業務委託費

諸 謝 金
印刷製本費

会 議 費
旅費交通費

車 両 費
リース料

車両燃費費

通信運搬費

消耗品費

広 告 料
水道光熱費

地代家賃

賃 借 料
施設等評価費用

減価償却費

保 険 料
諸 会 費
接待交際費

租税公課

4. 886, 956

41.000

102, 776

52,400

777,258

29,345

0

57, 137

338,842

472,321

94,930

0

0

0

0

0

16,010

45,000

0

0



研 修 費
支払手数料

支払利息

雑   費
事

経 費 用 計

計

0

79,547

0

0

11,167,098
ワ

』 理

(1)人件費
給 料 手 当

賞   与
役 員 報 酬
ハ・―卜・アルハ

・
イト給料

5,302,921

退 職 金
退職給付費用

通 勤 費
法定福利費

福利厚生費

2,108,062

0

0

2, 380, 378

0

0

179. 566

621,746

13 169

(2)その他経費
印刷製本費

会 議 費
旅費交通費

車 両 費
車両燃費費

通信運搬費

3,734,138

費

章

費

賃

品

　

熱

家

毛

繕

光

ｔ

ォ

　

・道

ィ

消

修

水

地

54,613

0

24, 023

1,750

0

572,850

94,629

0

123,645

1.086,360

9,240

0

0

0

222,750

165,000

6,075

0

7, 147

27, 375

0

料

費伝

借

宣生
ロ

賃

広

接待交際費

新聞図書費

委託手数料

会計士報酬

・却

謝

償価

諸

減

金

費

料

費

費

保 険
諸 会
慶 弔
リース料

租 税 公 課

324,662

876,225

137,735

59

0

支払手数料

支 払

雑

夭

● ′息

費

管理費計 9,037,05

当 期 経 増 減 額 【A】 ― 【B】 ① 3,305,i38

233,171

0

経 常 外 収 益 計

233, 171

【C】 経 常 外 収 益
固定資産売却益

過年度損益修正益

固定資産売却損

災害損失

過年度損益修正損

【D】 経 常 外 費 用

経 常 外 費 用 計

法人税、住民税及び事業税  ・
前期繰越正味財産額  ・・・⑤

外 ②当

④

233,171減 額  【C】 ― 【D】

70,000

18,063,345

3,538,309

21,531,654

+税 引 前 当 期 正 味 財 産 増 減 額

次 期 越 正 味 財 産 額 ③―④+⑤

20,204157



書式第 15号 (法第 28条関係)

令和3(2021)年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

定非 利 法人  自

′

A の

1

現金預金
未 収 金
前払費用
棚卸資産

21,057,855
165,059
i26,350
0

，
一

1 形

車両運搬具
什器備品

2
ソフトウェア
借地権

一
● の の

敷   金
出 資 金
長期貸付金

164,600
350,000
0

【A】 資 産 合 計 ①+② 21,864,364

負 債 合 計 ③+④

ワ

‘

1

の  部B-1

107,476
10,234
215,000

金
金
金

払

り
受

未
預
前

長期借入金
退職給付引当金

【B-2

21,

正 味 財 産 の 部

正 味 財 産 合 計

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 21,864,364

¨
口

一

リ

『-1 □

:_

:1

:1

I・ ■'子ヨ 21.349.764「 ・・・①
|■ 1 ヨ

¨
Ｅ

I_1

21 545

18,063,345



ヨぎ
モ手 16 28条関係)

令和 3年 (2021)年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 自然環境復元協会

重要な会計方針
財務諸表の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日・ 2011年 ll月 20日・2017年 12月 12日
一部改正NPO法人会計基準協議会)によっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法 :   該当なし

(2)固定資産の減価償却の方法
有形固定資産 :  該当なし
無形固定資産 :  該当なし

(3)引 当金の計上基準
貸倒引当金 :  該当なし
賞与引当金 :   該当なし
退職給付引当金 :該当なし

(1)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

(5)消 費税等の会計処理
内税方式によっています。

事業別損益の状況
事業費の明細は別表を参照願います。

施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

該当なし

(単位 :円 )

内容 金額 算定方法
該当なし

使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は21,531,654円 ですが、そのうち   0円 は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は21.531.654円 です。

(単位 :円 )

5.固 定資産の増減内訳
(単位 :円 )

，

一

Ｑ
υ

4

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備考

合 計

使途等が制約された寄附金等の

該当なし

科 日 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産
車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

敷金

出資金

0

0

0

164,600

350,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

164

350

600

000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

イ)言十 514,600 514,600



科 日 当期借入 当期返済 期末残高
長期借入金 40,000 40.000

40,000 40.000

７
，

6.借 入金の増減内訳
(単位 :円 )

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

(単位 :円 )

科 日

計算書類に

計上された
金額

内、役員と
の取引

内、近親者
及び支配法
人との取引

(活動計算書)
旅費交通費
諸 謝 金
活動計算書計

〈貸借対照表)

貸借対照表計

777

41

258

000

6,000

10,000

0

0

818,258 16,000

0 0 0

0

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするため
に必要な事項

その他の事業に係る資産の状況 :該当なし

い
０

_期宣墨宣」
~~~~否

罰
~~~¬



書式第 17号 (議第28条関係)

令和3(2021)年度 財産目録
事 業 報 告 用

単 位 :円

現金預金
手元現金

21,057,855

菱
菱
菱
．う

三
二
三
ゆ

UF」銀行普通預金
UFJ銀行②普通預金

『
」銀行③普通預金
ちょ銀行

33.614
14840.333
7,0001

0

郵便振替口座/一般 (四谷大木戸郵便局}
郵使振書口座/会費 (四谷大木戸郵便局)

R3労働保険確定保険/東京都
環境教育及び環境人材育成事業未収金

88.349
73

2

7101

5001

126.350
家賃・振込料 91, 190

3 60

棚

販売用寄附物品 0

1

車両運撮具
事業用車両

パソコン

ソフトウェア
オペレーションシステム
文書編集ソフト

市事業所

,64.600
350.000

514.6

出資金 (東京コミ]ニティドンク)

銀行

【A】 資 産 合 計 ①+② 21.864.364 21.864364

未払金
両立支援等助成金 (●体)成功報酬/黒口社会保険労務士事務所
3月 分日本郵便
3月 分」CB
2・ 3月 分富士フイルムビジネスイノベーションジャバン
3月 分ニッボンレンタカー
3月 分NTTフ ァイナンス・NTTコ ミニュケーション
3月 分 トライコーン
3月 分ス7-卜書庫/三井倉庫ビノネか｀トナーロ
_二憂り 型二止 脇趙 目四 /口生フE■ 1ン1__ _

107.476

源 徴収税
4

前受金 2!5,000

57,750
19,298
0

11,902
0

8,940
6.500
770

3.316

2.,34
8,1 0QI

0

住民税
社会保険料

流 1負債 合計 ( 332.710 332.71(
2

員

長期借入金
日本政策金融公庫

332.7101 332.7,0【B-1】 負 債 合 計 ③+④

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 21.531,6541 21.531.654

0



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 3年度年間役員名簿 (前事■年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有魚を

“

口した名,)

特定非営利活動法人 自然環境復元協会

1 確認事項 (法第 20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)
□各役員について、親族の規定に違反していません。(法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ)

氏   名
前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間
(該 当者のみに記入 )

l 監事

イシカワ ア キォ

石川 晶生

令和 3年 4月 1日

令和 4年 3月 31日

年   月   日

年  月  日

2 監事

イワサキ テツヤ

岩崎 哲也

令和 3年 4月 1日

令和 4年 3月 31日

年 月

月

日

日年

3 監事

カワグチ ヒデキ

河日 秀樹
令和 3年 4月 1日

令和 3年 6月 13日

年 月

月

日

日年

4 監事

コウノ ヒトシ

河野 均

令和 3年 4月 1日

令和 4年 3月 31日

年   月   日

年   月   日

5 監 事

コポリ ユウ

小堀 悠

令和 3年 4月 1日

令和 4年 3月 31日

年  月  日

年   月   日

6 監事

ンマムラ

島村

マサヒデ

雅実
~

令和 3年 4月 1日

令和 4年 3月 31日

年  月  日

年   月   日

7 監事

ハヤシ ヒロユキ

林 寛之
令和 3年 4月 1日

令和 3年 5月 31日

年  月  日

年   月    日

8 監事

ヤマオカ ヨンオ

山岡 好夫

令和 3年 4月 1日

令和 4年 3月 31日

年 月

月

日

日年

9 理事 監事

イワツポ トモヨシ

岩坪 友義

令和 3年 4月 1日

令和 4年 3月 31日

年 月

月

日

日年

10 理事・監事

|

年

年

月   日

月   日

年   月   日

年 月 日



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 自然環境復元協会

氏   名

1 浅井 葉子

2 有賀 一郎

3 池田 昌義

4 石川 晶生

5 石橋 稔

6 伊藤 登

7 井上 國博

8 岩崎 哲也

9 岩瀬 森の助

10 宇都 雄哉

11

12


